
が増加している。中元さんはこれを行政
が動く転機と捉えてる。「外国人が家族
で定住するようになった時、自治会加入
や地域行事への参加など、住民を巻き
込んで取り組むべき課題が出てくるだろ
う」と指摘する一方、「技能実習生など、
従来の外国人にも目を向ける必要性が
ある」と、広い視野で多文化共生のあ
り方を見据える中元さん。いよいよ、経
験と実績に裏付けされた高い実行力が
発揮されるときがきたのかもしれない。

マライでのJOCV経験が
活動の原動力

　JOCV時代の中元さんは、コミュニ
ティ開発の隊員として給水施設の維持
管理や水衛生に関する普及活動を行う
など、現地の住民とともに生活環境に
密着した課題解決に奔走した。
　「もっとも印象的だった」と話すのは、
カウンターパートが日本の研修プログラ
ムに参加し、帰国後に日本の上下水道
設備の素晴らしさを熱弁した出来事
だったという。同僚の前で誇らしげに語
る姿を見た中元さんは、「外国人の私が

現地語で伝えることとは比べものになら
ないくらい、多くの人にインパクトを与え
ていました。実際に見聞きしたことを、
現地の言葉で、現地の人に伝えること
の重みに気づかされました」と、自分の
無力さを嘆いた。しかし、同時にそれ
は当事者意識の重要さを考えるきっか
けともなった。まさにこの経験が、後に
故郷に戻り、Uターン議員として多文化
共生社会の実現を目指す中元さんの生
きる道筋を照らすこととなる。

「みんなが満足するのは難しい」
議員としての葛藤

　地域の将来に目を向け、常にポジティ
ブな姿勢で行動する中元さんだが、もっ
とも難しい課題は合意形成だと話す。
「いろんな人の話を聞いて、これが良い
となっても、どこかで不満を持つ人が必
ずでてくる。すべての人々の満足に応え
ることができないのがいつももどかしい
です」中元さんが初めてこうしたやるせ
なさを抱いたのが、市役所職員として地
域おこし協力隊（以下、協力隊）を受け
入れたときのことだった。「地域のため

地元に戻り、
地方議会に挑戦

　熊本県合志市の市議会議員、中元緑
さんの活動の原動力は、JOCVとしてル
ワンダ共和国（以下、ルワンダ）に派遣
された経験だ。
　中元さんは、小学3年生から高校卒業
までを合志市で過ごし、子ども会など地
域に見守られながら育った。中学生の
時に市の海外派遣事業に参加したこと
がきっかけで海外に興味を持ち、27歳
の時にJOCVに挑戦。「子どもの頃から
の夢を叶えたい」という強い思いが、当
時、臨時教員として働いていた中元さんを
後押しした。ルワンダでの活動を終え、
再び生活の拠点として選んだのは、温

かい思い出が残る故郷・合志市だった。
　ルワンダでの経験から、生活に必要
な基本的なサービスを安定的に提供す
る行政の重要性を痛感した中元さんは、
帰国後、合志市役所に入庁。同時に、
公共政策を学ぶため大学院に進学した。
やがて、政策と現場のズレに疑問を抱
くようになり、「市の職員としてできるこ
とは限られている。地域を動かすなら
違うポジションで挑戦したい」と、市議
会議員への立候補を決意した。これま
での歩みを振り返りながら、「フルタイ
ムで子育てをしながら働くって、本当に
大変なことです」と話す中元さん。働く
女性や母親、在住外国人など様々な立
場を経験してきた姿が、多様な人々の心
に響き、中元さんを当選へと導いたのだ

ろう。
　現在は、海外に出て地元に戻ったU
ターン議員として、行政と地域住民との
つなぎ役となり、多角的な視点で地域
課題の解決に取り組んでいる。特に、
多文化共生と外国人支援は力を入れて
いきたいテーマの一つだという。近年、
海外の半導体メーカーの拠点が県内に
できたことで、合志市でも外国人転入
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にと考えぬいた協力隊の提案に対して、
行政としては『実行可能』という判断を
下すことができなかった」JOCV時代、
同じように懸命に行政機関に働きかけ
きた経験があった中元さんにとって、協
力隊が描いたプランは十分に理解する
ことができた。しかし、行政の立場とし
ては、結論が見出せず提案を受け入れ
ることはできなかったのだ。多様な視点
で考え行動する中元さんらしいエピソー
ドではないだろうか。 最後に、忙しい中
元さんにとって息抜きはなにか？と尋ね
てみた。「子どもといるとき…ですかね。
一緒にはしゃぐことで、何もかも忘れる
ことができますね!」と笑顔で話す中元
さん。こうした等身大の姿が、地方議
員として地元住民の支持を集める所以だ
ろう。そして、この姿は地域で奮闘す
る多くのJOCV経験者に希望と勇気を
与えていくに違いない。

Midori Nakamoto

熊本県

赴任国 ルワンダ共和国

［赴任地］  東部県ルワマガナ郡
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中元さんが描く合志市の未来に期待
　中元さんと一緒に会社を立ち上げ、子連れカフェや家事代行など、子育て世代
をサポートする事業を展開中です。母親、市議会議員、会社役員と、さまざま顔
を持つ彼女はとてもパワフル！ JOCVの経験によって培われた多角的な視点やポジ
ティブな思考に、いつもとても助けられています。当事者意識を忘れず、どんな課
題にも正面から向き合う彼女だから描ける、合志市の未来があると信じています。


